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近年、社会調査も広く知れ渡り、新聞で、テレビで、さまざまな世論調査結果が報道され、政治や

行政に、また経済や景気にも、大きな影響を与えるようになりました。企業や各種団体も、市場調査

や意識調査を活用するようになりました。さらにまたここ1-2年 は、統計学ブームとかいわれ、誰にも

わかる、すぐ役立つ、と称する統計関係の図書が、かなり出版されるようになりました。調査や統計

が広く、多くの皆さんに親しまれるようになったことは、結構なことです。

しかし一方、かなり̀litし げな調査や、統計解説書も、出回っています。サンプル数も、サンプリング

方法も明記されていない調査や、誤差をはるかに超えた誤った解釈や活用がまかり通っている調

査などです。また、簡単に統計学がマスターできるというハウツーもの、統計で大儲けができるとか、

逆に統計など信じてはいけないなどなど、困った情報も巷に温れています。そしてそれらの社会的

影響もいまや無視できない状況です。これは危険な状況です。学問的にも深く、難解な社会調査を、

統計学を、科学としての基礎を、しっかり学び、活用するための地道な努力が、いまほど必要とされ

る時代はありません。本書がきっかけとなって、社会調査を、統計学を、本気で学ぼうとする人が増

え、社会調査リテラシーが大きく向上することを願っています。それこそが喫緊の課題であります。社

会調査協会はこうした状況の中で、正しい社会調査の普及と発展のために尽力して参りました。

社会調査協会は、ちょうど今年が設立10周 年にあたり、二つの記念行事を企画しましたがその

第一が、本書、『社会調査事典』の刊行です。本書の企画、編集、執筆者の選定から、原稿の督

促・査読まで、社会調査協会編集委員会が行い、ついに、このたび刊行に漕ぎつけることができま

した。協会としても大きな喜びであります。編集委員の14名 は、ほとんど社会調査協会の理事。会員

ですが、執筆にあたって下さった177名 のうち、ほぼ8割は、協会の理事。会員以外の方々です。こう

した経緯でできた本書は、今日、日本で、社会調査の研究・教育に携わる皆さんの“総力を結集した

成果"と いっていいでしょう。社会調査協会としても記念すべきさらなる大きな一歩を踏み出すことが

できたと考えています。
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1.社会調査とは何か

回経験としての社会調査

□方法としての社会調査

2.社会調査の歴史と意義

□社会調査の歴史

□社会調査の意義

3.調査倫理

4.社会調査の種類

5社会調査をとりまく現代的諸問題

【コラム】

・ 調査ノートは捨ててはいけない

・ 紙の裏にあったデータ

1.社会調査の設計

□社会調査の目的と学術研究の方法

回社会調査の方法をめぐる諸問題

□社会調査の企画

日調査実施の準備作業一―調査

内容とデータ収集の方法

□調査の実施,分析,報告

2.調査の方法

□観察

ロフィールドワーク

□事例研究法

日インタビュー

■■|●

=■
■■■■●●‐ ■■|■,

―
□個別面接法

固 郵送調査法

日留置法

国集合調査

回 電話調査法・RDD法

回 ウェブ調査

回パネル調査

回クロスセクショナル調査と継時的調査

□既存統計資料の活用

ロソーシャルリスニング

3.社会調査の実施

□調査主題の設定

[事例1]社会心理学関連の問題

[事例2]都市・農村の問題

[事例3]学校外教育投資の効果

[事例4]生命観の国際比較

[事例5]社会問題の研究を事例として

[事 1列 6]マーケティングリサーチの主題設定

回 予備調査

1対象地の選定

2インフォーマントとアポイントメント

3現地資料の収集

□調査設計

日調査方法の選択――統計的調査の場合

固調査対象の種類

4.統計的調査の方法

ロ サンプリング

1標本調査と無作為抽出

2単純無作為抽出と系統抽出

3多段抽出

4層イリ由出(層別抽出)

5抽 出台帳

6エリアサンプリング

7クラスターサンプリング

8有意抽出

回サンプルのサイズ

回統計的誤差と,F統計的誤差

日 プリテスト

回 データの収集

1実査計画

2実査マニュアル

3調査の委託

4調査員

5回 収・点検

ロデータ批判

日データの整理

1エディティング

2コーディング

3データ・ファイル    |
4データ・クリーニング  |

5.調査票調査  ‐
  ■

□調査票のつくり方   ‐

回質問項目のつくり方  ‐||

回ワーディング    ||
□選択肢のつくり方 ‐  ■‐

6.測定と集計     ||
□統計的基本概念   ■

1変 数      |
2尺 度     ■■‐

3妥当性    |■ |

4信頼性

5ジニ係数

6要約統計量

□推定と仮説検定

7統計的分析法

ロクロス表の分析法

回エラボレーション

□回帰分析

日分散分析・共分散分析

E51ク ラスター分析

□因子分析

日共分散構造分析

ロパス解析

回判別分析

回主成分分析

日林の数量化法

□年齢・時代・コーホートモデル

回実験計画法

□ロジステイソク回帰分析

ロマルチレベル分析

国メタ・アナリシス

□多重代入法     ‐

国項目反応理論
‐・ ■・  |

|1回統計ソフトウエア

‐811質的調査の方法  .
|:1口質的調査の方法.:概論
■■回テキストデニタあ分析法
|■‐1画継分滸    |

トワーク の交流の望 ましさが,必 ず しも一致するとは限らないことに留意する必要がある

●親 しくない他者との関係 コンポイ・モデルにおいて.最 も外側の円に位置づ

けられる他者は,回答者自身も常時意識イとしているわけではない他者をも含む

また,日答時には回答者の意識にのぼらなかったものの,圏 答者を逮 くから見守っ

ている他者 も存在 し得る したがつて,回符者本人が意識 しているか否かにかか

わらず, ソーシャル・ネットワークを調査 し記述するための方法も必要であるこ

とになる

ッーシャル・ ネットワークは,実は,本人すら意図 していないところで紙面に

記されてきた その一つが香典帳である 香共帳とは 香や花の代わ りとして故

人の霊前に供える金銀を記した帳簿である 逝去の報に接 して人は故人,な らび

にその家 との関係を掛酌 し 番典の額を決め,供える 故入が生前に意識 してい

たか否かにかかわらず,故人を取 り囲んでいた社会関係の綱が、その網を構成す

る糸の大 さを金額の多寡で示 しなが ら,帳簿上にみごとに描かれている 笹森

秀雄は 1950年代 に,香典帳に基づいて社会関係の網を克明 l_描 いてみせた (笹

森 1955)

残念なが ら香典帳は,亡 くなつてからでないとitさ れない 今,日 常生活を送っ

ている人々の社会関係の網を描き出すために用いることができる.番典帳に1ヽ わ

るものはないか 矢部拓也は年資次を用いて調査を行った (矢部 鉛∞)矢 部は

LL轄者に対 して基本的な部分では,あ らかじめ決められた調査票をもとに聞き取

り調査をすすめる半構造化蘭接調査を行った その結果,接触頻度は年に l lHI程

[ili]ili           雖 l:iギ
li a

とはいた,年賀状調査は、調査協力者に年賀棋 を親 しさの順に並べてもらい
,

その一枚一枚について関係を請ってもらうという、時間のかかる調査である 得

られる情報は豊かなものであるが,調査対象者数は少数に限定されてしまう よ

り簡便に,そ して大量に調査するために、今 日では,携帯電話のア ドレス帳に

登録 された人数で社会関係の綱のサイズをはかることも検討されている (石 黒

it"oO                            [浅 ‖1達 人:

曲文 献
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我″は 慧常生活では意識をしないものの,社会関係の網に守られて生活をし

ている 事故に遭ったり,病気に獲ったり,複災したりと,困難な問題を抱えた

り 厳しい状況におかれた りしたときを除けぱ 普段はあまり意識 しない社会関

係の網を調査 し記述することは それほど簡単なことではない 素ネトに「 日頃か

ら裁しくし,何かと頼りにしている人はrtr入いますかJと 尋ねられたとき,一人

ひとり顔と襲前を思い浮かべながら, この問いに該当するかどうかを考えてみれ

:よ 判断に迷うケースが少なくないことに気づくだろう

●社会関係の綱を記述する 社会関係の網を専門聯語では,lL_人的ネットワーク

(″摯Юみ滅量輛 、量), もしくは自我中,さ ネッ トワーク (o印‐∝■mc nem。磁)と
よぶ ここでは個人を取 り関む社会関係の網,す なわち個人的ネットヮークをさ

してソーシャル・ネットワークとよぶことにする これまで, ソーシヤル・ネッ

トワークを調査 し,それを記述するための方法が,多 くの研究者によって開発 さ

オtて きた

●親 しい他番との関係 その一つが コンポイ・モデルとよばれる調査研究方法

であり,特に高齢者を対象として用いられてきた 図1から,価入を示す「個」

の文字以外の文字を除いた二重の同心円を回
(c,  _

答者に示 して,一番内側の rLl l_は 「 とても親

しくて,な くてはならないと感じる他者」を,

最も外側の円には「 内側の円に位置づけられ

た他者ほどではないが,大切であ り,重要だ

と思う他者」を位置づけるように回答者に求

める このようにして,他者の親密さ・重要

さについての回答者の認知に基づいて,他者

の位置づけを得 ようとする方法である 図 1

は, この方法によって収集したデータを犠理

して得 られた他者の位置づけの概念図式であ (a)役割に驚纂しない,■ したコンポイの

(b,い くらか

'制

によ拠 し 長期||に は変

Fヒ しやすいコンポイのメンパー

lt)■ 場に依撻し 役割の変〔じに影響され

図 1 コンポイの構成

:ス●h&^減
"ェ

こ 1'Ю :273を もとに筆者

作成]

る

コンボイ・ モデルは,直感的にとらえやす

い「親 しさJに 基礎を置 くため理解 しやす く,

これまでにも多 くの研究の立脚点 となつてき

た しか しなが ら,他者の位置づけには変化

輻

の可能性があ り, さらに他者のfl置 と他者と [そ の他](矢 3F・拓也 20410)



回 ビジュアル調査法

回構築主義アプローチ

ロライフヒストリー研究

ロライフストーリー分析

国会話分析

ロエスノメツドロジー

国エスノグラフィー

国ナラティヴ・アプローチ

□ 参与観察

回グラウンデッド・セオリー・アプローチ

回アクションリサーチ

四 映像データ分析

9.報告と論文作成

【コラム】

・ 配布方法の違いと回収率

・ 不採用になった主題図が教えてくれたこと

1.政治も法

□選挙・投票行動‐
□世論調E~■ |      ‐

日実験社会心理

3.文化。社会意識・メディア

□文 化

ロメディア・コミュニケーション

ロマス・メデイア

日宗 教

ロスポーツ

□生活時間

日流 言

回カルチュラル・スタディーズ

回サフカルチャー

4.階層・不平等

□階級・階層の構造

□世代問移動と社会の流動性

□世代内移動とキャリア

日不平等・格差

□階級・階層意識

5.運帯。社会関係

□社会関係資本

回規範意識      ‐

□排除と包摂     ‐■

日差 別      ■

回社会解体  |■ | |

国家族の構成と変動

国家制度

E511家 族病理

回ジェンダー

日セクシュアリティ

国ライフコース

7.教 育

□子ども

□子どもと家族

□青少年

日職業と若者

国教 師

1教師調査

2ライフヒストリー、社会化、力量形成

□学校文化・生徒文化

日学校の組織と文化

国教育問題

1教育問題への量的アプローチ

2教育問題への質的アプローチ

■
`回

学力‐間1顕       ■|

1回学歴(社会構造と教育)|‐ ■■
|1由 ,1ジケーと教育   ■

|‐
■

1回1進路お導   ‐  |||
1国 高等教育      |‐■

‐■|十大学組織と運営   : ■

|■ |1沐1教員と大学教育,1年 1̈1

■‐13大学評価     ■ ・
||141大手就職     ‐

|‐
‐ ‐

|□
‐
教育制度・教育政策  | |

甲|■●ヵマ|1摯育   |
1 国1異文化理撤 育   ■|

□社会におιする教育

1成人教育

2ボランティア,NPO,オ ルタナティブ,スクール

8.地域・農山漁村

□村落構造

回農村振興(村おこし・地域活性化)

□農村開発

日漁 村

□中山間集落

□人類学・民族学調査

国民俗学調査

□地域社会学調査

回市町村合併

回 農家と農村女性

日地域調査の系譜

9都 市

□都市調査の系譜

□都市の構造と変動

□郊外研究

■日途上国都市 ■

1回 町内会 ‐

|1濶T了
|1由々

^‐

|||■ |■■
‐1国 少|ニバリゼ■シ当ンと都市

甲■含地甲| || ‐|

1図 |ミユニテイ ー■|||

1膨葬l≒ _

市民意識調査

多 くの自治体で数多 く実施されている市民意;籠調査は,1回限りの (た だやっ

ただけの調査)に終始 している場合がほとんどであった (大 谷 鋤お

' 
それらを

政策形成に役立つ く分析できる市民意識調査)に変換 してい くことが現在 とでも

重要な課題である しかし その道が とても険 しいこともまた事実である

●大阪府・番Il県の全自治体の調査票内容分析 大阪府 とFr川県内の市町村が実

施 した「総合計画策定のための市民意識調期 のすべての調査票の内容分析をし

たところ.次のような実態がll明 した (大谷 2rf03)

の大阪ll~44市 町村で質問された全質問 2“ 間の内.過半数 156%)の 637質

問がデータとして使えない問題のある質問文であった (こ の評価基準は,簡単な

ヮーディングの ミス (ダ ブルバーレル質問など)については評tiに含めないきわ

めてゆるやかな評価基準であった_すなわち過半数の質問は 「l‐I答 を誘導 して

いる」「 どちらの選択肢にも回答できて しまう」など.集計結果が意味をもたな

いという調査論的に絶対 してはならない質問であつた).

●調査票の質的評価は,大手金融系の シンクタンク (野村総tll 大和総研・
=

和総ll 日本総研)に委託 しても,従業如 ∞ 人未満の・l小のシンクタンクに委

託 しても,外部委託 しないで自治体独自で作成 しても`ほ とんど変わ りがなく,

きわめて水準の低いものであった

表 1,2は ,先のデータ化可能性鰤 iを 基準 とし、調査票全体を5∞ 点満点と

して数値化 したものである 社会調査論の知識があれば,500点満点の調査票を

作成するのが当然な数字であり 2110点 以下という数字はきわめて低い水挙 とい

える これらの結果は,調査を受注する業者の社会調査レベルの低 さを象徴する

fu・ 果である また表 2の香川県の結果力沐 すように、多額の委託経費を使って作

成された調査票よりも.予算がなく自治体験員がみずから作成 した調査票の平均

データイじ評価平均点

点の方が高いという結果は まさに皮肉的な結果といえるだろう こうした現状

では 安易に「業者任せ」にせず、行政職員が社会調査の基礎知識を習得 しつつ

市民意識調査を実施 してい くことも,重要な選択肢といえるだろう

●市民の く意識をFp5う 質問)と く実態をr・|ぅ 質問),「民意識調査票の内容分析

を通 して特に注 目された点は,大阪府 44市 町樹の質問文には,漠然 と市民の く意

識を聞う質問)力 多`く,市民の行動や実態をIElltに データとして測定可能な く事

実を聞う質問〉が少なかったことが指摘できる 性 質問 (1206)中  (意識を構

う質問)=935(777%).(事実を問う質問)‐271(223%))億 識を間う質問)

は,回答者の確定されていない将来の予定や要望 行動として直接現れない考え

や満足度などを尋ねる質問と位置づけられる それらは,将来のことなのでわか

らなかった り,考える基準によってLIt答 が変化 してしまったりすることが多 く,

回答者にとって く答えに くいIrF闘 )であり, ltl時 に 〈事実を反映 したデータが得

られにくい質問)で もあったのである 大阪府の市民意識調査の調I・票が, とて

も答えにくく生産的な分析ができないと評価 される背景には,(意識をF・3う 質問)

が非常に多かったことが関係 していると考えられる

●市民意識調査の再構築 市民意識調査がこれまでの 〈やっただけの調査)か ら

政策形成に役立つ く分析できる調査)と していくためには特に次の 5点が重要で

ある (大 谷 20毬 2∞9)

(j解明すべき問題が明確にされていること,

0適切な調査設計が設定されていること,

0調査前に 籠 証)力■サ練られていること.           |
● 市民の意lilや 実態を正確に測定できる質問文が作成されていること, |

0結果を比較するという視点が常に意識されていることの5点である |

これまで市擬l村職員には「所詮市民意識調査ではたい したことはわからないJ

といつた LrN定 的な思い込みが根強 く/t在 していた まずはそれらを一掃 し,質 rtrl

数は少なくても確実に市民の行動実態を波1定可能な (事実を間う質問〉を駆使 し̀

多様な比較ができる市民実態調査をit町村職員自身で蓄積 してい くことがまず重

要な ことである

曲 文 献
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回エスニシティ

国民族関係

日多文化主義

国市民権

11.経 済

□行動経済学

回計量経済学

□労働市場

日消費者行動・消費社会

□経営組織

回消費者マインド

12.マーケティング・リサーチ

ロマーケティング・リサーチ

□広告効果調査

□製品開発関連調査

日メディアリサーチ

ロブランド調査

固ラダリング

日ザルトマンメタファー導出技法

可3.産業・労働

□企業経営と国際化

□労使関係と労働組合

□雇用と処遇

日若年就業

国就業形態と就業意識

回正規雇用と非正規雇用

14.福祉。社会保障

□社会福祉と社会保障

□地域福祉

回福祉行政

日児童福祉

回高齢者福祉

回障害者福祉

日福祉計画の策定とニーズ測定

回政策評価・サービス評価

回母子・父子

回失 業

国貧困・ホームレス

15.保健・医療・介護・看護

□医療政策・医療制度

□医療技術の評価

□医療経営・医療管理

日高齢者医療・介護(ケア)

□看護業務量

回医師・患者関係

日地域医療

回公衆栄養学

回健康格差

回公衆衛生学

国産業保健学

□臨床試験

□症候サーベイランス

回疫 学

16.環 境

□環 境

日食匡    =
日政策科学       ●

17.科学技術      |
□科学技術       |
ロリスク         |
□生論 理    ‐■|=|

【コラム】

・ 政治意識研究における「思春期仮説」

●ニュー・コークの教訓

1.官庁統計

□統計法・統計制度と主な公的統計

回国勢調査

回労働力調査

国家計調査

固就業構造基本調査

国人口動態調査

日学校基本調査

回国民生活基礎調査

回農林統計

回‐自治体調査      ‐■

□市民意識調査     |
2.世界と日本の社会調葦‐||

□世界価値観調‐査|   ■■
□‐意識の国際比較調査・価値響

国際比較調査 ●■ ・■||

回
‐
全国家族調査(NIR」).||

日Genera,oda Su¨y(GSSI

I回 Japanese Genera lヽ ■ Su¨,

裁翼菫聾
E71 PlsAと 刊MSS I  ■ |

憧ゴ事ヵテスト    |   ‐
||‐

回国民性調査

回NHK日 本人の意識調査

□NHKの生活時間調査

□SSM調査

□日本語の調査

□世界青年意識調査

3.各国の社会調査

□中国の社会調査

回アメリカの量的社会調査

E31アメリカの質的社会調査

日韓国の社会調査

固台湾の社会調査

固ドイッの社会調査

日イギリスの社会調査

ロフランスの社会調査

4.データアーカイブ

□世界のデータアーカイブ

回日本のデータアーカイブ

5=二次分析     ■‐

1鰈〒孵 ■
0ロウ・アングルの視点設定    :

・孤独を生きる人々

体朦 1月確罪計111日勢調査

【付録21日勢調査の調査事項の変遷

は19年議査■平,滋珈 コ‐

い指繁班‐調査票例2:JGSS・2012面接調査票

"引

暴4】調査マニュア
ー
郷 2005年 SSM調査

【付録5】 世界と自体0社会調査デニタ=

アーカイブ|

社会調査の企画

社会調査 tま まず設計から始 ま

る つまり,調査の始めから終

わりまでを丁寧にかつ骨太に設

計することである これは,露
査を実施するということが,研
究 としての調査であれ,行政上

あるいは経営上の調査であれ ,

時間とお金と人員とを総合的に

組み合わせて活用する一つの事

業だからである 学生が事業論

文のために実施するような調査

だと,人員 lま一人で経費もほと

んどかからないけれども,IIf間

に関 しては,企画から始まって、

事業論文の執筆終了まで,少な

くみても半年 くらいはかかる

数百以上の標本サイズをもった

統計的調査や学術的なフィール ドワータだと,最低でも一年はみておかなければ

ならない.まず.一般的な鷲査の流れを概観 してお くと,図 1の ようになる 調

査を設計するとは, この各事項について,中身を決めることである

●薦麗の設定と調査のデザイン 調査の企甕は,初発の段階での設計に等 しい

調査を実行に移す前に,調査の全体像を/HL通 して, 首的や方法,あるい 1ま手順や

スケジュールなどを明権にしておかなければならない

ω 目的の定義 (問 いを立てる)す べての調査にlt調査の目的があ り.そ し

てその手段 として調査の方法が決まる 目的を定義することは,すなわち「調査

を実施することによってどんな聞いに答えることをめざすか」という問いを立て

ることである もっとも最初から目的と手段 とが明確になつていることは多 くな

い し,そ うである必要はない 固定されて,-0_l変えてはいけないものだと考え

ることもない、 目的 (問 い)と方法とは,調査の企画が始まる段階から終了する

までのあいだ,常に点検検討 し,考え直し,適切な修正と改善をはかってい くの

がいい

とはいえ,何の目的もなしに調査が始まること:ま ない 調査の /J‐

画にとりかか

るにあたっては,かならずや何か目的やきっかけのようなものがある それには

さまざまありうる 学術研究のしっかりとした枠組みのもとで位置づけられた調

査もあれt工 行政からの要講で求められている調査もある.調査会社の場合は,

顧客からのニーズカゞぁる

どんなきっかけであれ,調査の実施を主体的に違う人 (以下「リサーチヤー」

と呼ぼう)は ,調査の目持と意義とを自分自身においてできるだけ明確に定義し

確認しなければいけない それは依頼された調査でもそうである 発案されたり

依頼が持ち込まれた段階で,すでに調査について一定のデザインや枠組みが存在

しているのが普通だ江 その場合でもリサーチャーは調査の遂行の責任主体とし

て,調査の企画・設計を徹底的に検討し直し,その遂行可能性や量的と方法との

整合性などについての点検を怠ってはならない

調査は一つの事業であり,事業には金銭的その他のさまざまなコストがかかる

ともに多くの人 の々協力が不可欠である.そうした事業の遂行にあたっては,常
に「何のための調査か」「なぜこのような調査の方法をとるのか」「本当にこの議

養によって調査の目的が達成できるのか」などについての反省的な点検作業が欠

かせない

(bl方法の策定 方法は目的に応して決まる 調査の方法は無猥ともいえるく

らい多様で,調査を設計すると1ますなわちその多様に開かれている方法の中から

奥体的なものを確定していくという作業でもある

方法の策定のためにもっとも強調されるべきことは, リサーチヤーは「調査の

方法にはどのようなものがあるか」について,できるだけ豊富な知識を顔に入れ

ておくべきだということである_つまり,「多様で複雑な方法のレパートリーに

ついての基本知識」である それは,方法として「どのような選択肢が開かれて

いるかJを知っていなければ,みずからの目的にとってもっともふさわしい方法

を選ぶことはできないからである

もっとも,実際上は,すべての方法についての知識をあらかじめ得ておくこと

は不可能だ レパートリーについての知識は,「できるかぎり豊富に」というこ

とでいい

方法には沢:な 0種類があるが,や はり次の区分は重要だろう

(イ )統]「的 (量的)調査

(口 )非統計的 (質 的)調査

この区分には誤解や灘 がつ―きまとつてはいるものの.調査を遂行しようとす

る際,最初に選択することになる区分である

統計的調査は,収婁したデータを統計的に分析することを予定して行う調査で

あり,一般的には「個体X変数」の表の形式をもつデータを収集するために多数

の個体について調査を行う それに対して,非統計酌調査には′それ以外のあら

図 1 調査の手順 とスケジュール



社会調査の理論・手法妙ら応用まで、

その全体像覆くわしく解説

社会調査鰈入
報 社団法人社 会 調 査 協 会 編 /臨 集委員長]細谷 昂 東北大学名誉教授

定価 (本体20,000円十税)A5判・896頁  ISBN978-4-621-08731-2

●統計的調査と質的調査をともに重視した内容構成

●インターネット時代に対応し、ネット利用調査事例を多数収録

●事例研究のサンプルデータとして、最新の社会現象事例も取り込む

●読みやすさを重視 :中項目(テーマ)主義

社悽学事典
日本社会学会社会学事典刊行委員会 編

定価 (本体20,000円 +税)A5判 。976頁 ISBN978‐ 4‐621-082546

家族・教育・地域社会・労働・階層・格差・国家・権力、そして、ジェンダーとセクシュアリティ

スポーツ、観光、歴史と記憶社会学など、幅広く網羅された中項目事典。

逹晰響饂は学覇熙
日本社会心理学会 編

定価 (本体20,000円 +税)A5判 ・702頁  ISBN 978‐ 4-621-081075

社会的状況における個人の行動、集団行動、また、ジェンダーや偏見など文化的・歴史的に

規定された人間行動研究やマスメディア研究など、様々な分野で活用されている研究最前

線を解説。

餡壕は人類学事典
日本文化人類学会 編

定価 (本体20,000円 +税)A5判・850頁  ISBN978‐ 4‐ 621-07997‐ 3

人類の歩みと行く末を考えるのに最適な「学際的学問Jと して、活発な研究活動が展開され

ている文化人類学の分野全般が、最新トビックスを通して眺望できる本邦初の「中項目主

義J事典。
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